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１．研究計画の概要 
 近代フランスの公共圏における宗教活動
に対し、公権力が取った対応について、主に
革命期からナポレオン体制期にかけて分析
する。フランスで実地調査を行い、未利用の
手稿史料を入手し、これまで研究対象とされ
てこなかった礼拝実践の実態を明らかにす
ることを目指す。 
 その意味では、これまでの公認宗教体制研
究や宗教的寛容の研究、公共性の研究を集大
成するものとなる。 
 

２．研究の進捗状況 
2006 年度の春に未刊行の博士学位論文を

本研究計画の内容に則して改稿し、競争的な
公募の刊行企画に投稿したが、不採用となっ
た。そのため、研究成果の公開が予定より遅
れることになったが、宗教的寛容の分野で論
文集に論攷を発表することができた。 

2007 年度に本務校からサバティカルが一
年間認められ、その間、パリに滞在して充実
した実地調査を行うことができた。その結果、
パリ中央文書館に収蔵された中央政府の宗
教行政文書の調査は最終段階となり、2009 年
中に調査を終える見込みである。 

フランス滞在中、ブルターニュ地方の県文
書館やパリ造幣局史料室の調査も行うなど、
予定にない史料群の調査も行った。それによ
り、パリの史料で欠けている部分を補うこと
ができた。特に礼拝の現場で起きていたトラ
ブルについては、現地で作成された史料をあ
る程度の範囲で入手し、革命初期の段階では
自治体の中で県や市町村ではなく、ディスト
リクトが宗教政策の前面に立っていた事が
分かった。ここで入手し、分析した史料の多

くは先行研究によって利用されていない点
で貴重である。 

2008 年度は年明けに行った実地調査の成
果が大きく、これまでの史料的制約を克服す
ることができた。特に宗教政策の現場で生じ
ている諸問題を記録する行政文書群を発見
したため、未利用の一次史料に立脚した実証
研究が可能になった。 

2009 年度には、2006 年度に落選し、実現
できなかった未刊行の博士学位論文の刊行
について、再挑戦の機会が得られた。原稿は
現在進行中の研究の成果を反映させて内容
を大幅に改め、2009 年 6 月に再度、競争的な
刊行企画に応募することとなった。未利用の
手稿史料を多く参照して論を見直しており、
前回よりも大きく進歩している。研究計画も
最終段階になっており、査読のある学界誌に
成果をまとめて投稿する計画も進めている。 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進んでいる 
 パリでフランスの最新の研究動向に接し、
従来の研究成果と現在進めている研究の本
質的な部分での統合が進み、予定よりも研究
は進んでいる。また、未発見だったプロテス
タント関係の史料も発見した。ただし、研究
の内容的な充実により作業量が増え、成果の
公表の面では予期しない停滞が起きている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 2007 年に着手したブルターニュ地方各県
の県文書館調査は終わっておらず、今回の研
究計画の中では、実地調査を完了させた上で
成果を発表することは困難である。現在はパ
リ中央文書館で入手した未利用の史料を優
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先し、全国レベルの視点で礼拝と宗教行政の
関係を分析している。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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